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社会福祉協議会重点目標　安心して暮らせる地域づくり

（２）　令和３年１月

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
た
な
年
を
迎
え
、
町
民
の

皆
様
に
、
謹
ん
で
新
年
の
お
慶

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

旧
年
中
は
、
本
会
の
事
業
に
対

し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う

人
口
減
少
時
代
を
迎
え
、
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
の
増
加
に
よ

る
社
会
的
孤
立
な
ど
様
々
な
問

題
が
増
え
て
い
る
中
、
と
り
わ

け
、
昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、

今
ま
で
の
よ
う
な
生
活
が
出
来

な
く
な
っ
た
世
帯
が
増
え
て
お

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
世
帯
に

対
し
、
町
民
の
皆
様
か
ら
多
大

な
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
、

皆
様
の
温
か
い
心
に
、
改
め
て

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
社
会

福
祉
協
議
会
を
通
じ
、
皆
様
の

善
意
の
心
を
お
届
け
出
来
た
こ

と
は
、
こ
の
上
な
い
喜
び
で
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
の

使
命
と
し
て
、「
人
と
人
を
つ
な

ぐ
」こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。こ

の
コ
ロ
ナ
禍
の
困
難
な
中
に
お

い
て
も
、
町
民
の
皆
様
の
力
を

お
借
り
し
、
福
祉
・
医
療
・
行

政
等
、
各
機
関
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
そ
の
使
命
を
果
た
せ

る
よ
う
に
努
力
し
て
い
く
所
存

で
す
。

　

そ
し
て
、
安
心
と
希
望
に
つ

な
が
る
事
業
を
展
開
し
、
公
的

な
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
解
決
で

き
な
い
諸
問
題
に
対
し
、
町
民

の
皆
様
と
社
会
福
祉
協
議
会
が

協
力
し
合
い
な
が
ら
、
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

本
年
も
「
誰
も
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
」
を
目
指
し
、
役
職
員
一

同
、
地
域
福
祉
の
推
進
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら

ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と

っ
て
幸
多
い
一
年
で
あ
り
ま
す

こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

Ａ
型
の
あ
な
た
は
自
分
自
身

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
か
が

ポ
イ
ン
ト
に
な
る
年
で
す
。
生

活
を
律
す
れ
ば
、
良
い
年
に
な

り
ま
す
が
、
だ
ら
だ
ら
と
す
ご

せ
ば
後
悔
だ
け
が
残
り
ま
す
。

　

Ｏ
型
の
あ
な
た
は
何
か
と
嫉

妬
を
受
け
や
す
い
年
で
す
。
目

立
た
な
い
よ
う
に
し
て
、
や
り

た
く
な
い
こ
と
を
地
道
に
や
る
。

そ
の
姿
勢
に
あ
な
た
を
評
価
し

て
く
れ
る
人
が
現
れ
ま
す
。

　

Ｂ
型
の
あ
な
た
は
大
切
な
人

と
の
ご
縁
を
よ
り
深
く
し
て
い

く
年
で
す
。
た
だ
楽
し
い
時
間

を
過
ご
す
だ
け
で
な
く
、
同
じ

時
間
に
一
緒

の
目
標
を

目
指
す
の

が
重
要
で
す
。

　

Ａ
Ｂ
型
の
あ
な
た
は
変
化
が

激
し
い
年
で
す
。
体
力
と
気
力

の
消
耗
が
激
し
い
の
で
、
休
養

を
と
り
、
勝
負
ど
こ
ろ
の
時
に

は
、
た
め
ら
わ
ず
に
行
動
を
。

　

丑
年
生
ま
れ
の
人
の
長
所
は
、

曲
が
っ
た
こ
と
が
大
嫌
い
で
、

弱
者
に
優
し
く
、
正
義
感
が
強

く
誠
実
で
す
。
落
ち
着
き
が
あ

る
の
で
地
味
な
存
在
だ
と
思
わ

れ
が
ち
で
す
が
、
い
ざ
と
い
う

時
に
は
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
グ
イ

グ
イ
仲
間
を
引
っ
張
っ
て
い

き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

短
所
は
、

　
　
　
　
　

固
定
観
念
が
強
い

部
分
が
あ
る
の
で
、
自
分
が
持

つ
イ
メ
ー
ジ
に
と
ら
わ
れ
す
ぎ

て
、
周
囲
の
人
を
偏
見
の
目
で

見
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

規
則
や
伝
統
を
重
ん
じ
る
こ
と

は
素
晴
ら
し
い
の
で
す
が
、
新

し
い
事
柄
や
場
所
を
素
直
に
受

け
入
れ
る
柔

軟
性
が
欠
け

て
し
ま
い
が

ち
で
す
。

【
丑
に
か
り
ん
糖
で
も
う
こ
り
ご

り
】
牛
の
鳴
き
声
の
「
モ
ウ
」と
、

か
り
ん
糖
を
噛
む
「
コ
リ
コ
リ
」

と
い
う
音
か
ら
、

も
う
懲

り
懲
り

し
た
と

い
う
し

ゃ
れ
こ

と
ば
。

【
草
木
も
眠
る
丑
三
つ
時
】丑
三

つ
時
は
、
現
在
の
午
前
二
時
ご

ろ
か
ら
二
時
半
ご
ろ
。
気
味
が

悪
い
ほ
ど
静
か
な
真
夜
中
。
化

け
物
や
幽
霊
が
出
現
す
る
時
刻

と
さ
れ
る
。

【
食
べ
て
す
ぐ
寝
る
と
牛
に
な
る
】

子
供
な
ど
が
食
後
す
ぐ
横
に
な

っ
た
り

す
る
無

作
法
を

戒
め
て

い
う
こ

と
ば
。

【
土
用
の
丑
の
日
に
は「
う
」の
付

く
物
を
食
べ
る
】
ウ
ナ
ギ
や
牛
を

食
べ
る
と
元
気
が
つ
い
て
暑
気

あ
た
り
を
防
ぐ
と
い
う
。

社
会
福
祉
法
人  

城
里
町
社
会
福
祉
協
議
会

会
長  

上
遠
野
　修



社会福祉協議会重点目標　人がつながる地域づくり

令和３年１月　（３）

城里町社会福祉大会第16回
城里町表彰式典

　11月25日（水）コミュニティセンター城里において、城里町表彰式典並びに城里町社会福祉大会が開催されまし
た。今大会はコロナウイルス感染拡大の影響により、大会参加者人数を減らしたり、壇上表彰授与を取りやめた
り、感染防止を重視した大会となりました。上遠野町長の式辞にはじまり、これまで多年にわたり社会福祉の発
展に功労のあった方々に表彰状の拝読が行われ、来賓祝辞、閉式の辞で式典は終了しました。
　今回受賞されました方々の氏名、団体は次のとおりです。おめでとうござました。

（順不同、敬称略）

 ◆自治功労表彰　　　　小林悦雄

 ◆自治表彰　　　　　　加藤木昭博、冨永郁夫、山口充彦、薗部早

 ◆一般表彰（表彰状）　　船橋律子、秋山博美、森田主税、細谷光德、所　要三、小林政夫

 　　　　　　　　　　　江幡　茂、飯田紀代子、小田部昌平、大越貞夫、　田孝生、アイジー工業株式会社

 ◆一般表彰（感謝状）　　仲田武男、（故）加藤三次、諸澤孝明、　木克也、廣木直也、小林昭雄

 　　　　　　　　　　　根本政夫、硲　邦男、加藤忠道、株式会社かつら設計  代表取締役  中村國夫

 　　　　　　　　　　　日本共産党茨城県委員会  委員長  上野高志

 　　　　　　　　　　　東日本建設業保証株式会社  茨城支店  支店長  梅木康雄 

 　　　　　　　　　　　公益社団法人茨城県看護協会  会長  白川洋子

 　　　　　　　　　　　新日本婦人の会水戸支部  支部長  大川レイ子

 　　　　　　　　　　　一般社団法人治山林道協会  会長  大久保太一

 　　　　　　　　　　　菊地　繁、谷津裕士

 　　　　　　　　　　　城里町建設業協会  協会長  松﨑信一（災害復旧活動）

 　　　　　　　　　　　城里町建設業協会  協会長  松﨑信一（奉仕活動）

　

 ◆民生委員・児童委員表彰　　久保田由美子、小島哲男、宮田東藏、関　一男、塩沢日出男 

 ◆ボランティア表彰　　加倉井一史、髙岡千代子、菊池良子、髙須惠子、尾又さかえ

 　　　　　　　　　　　佐川圭子、加藤美枝子、長谷川幸平

 ◆ボランティア感謝状　今瀬博子、三村安子、小森絢子、森加代子、杉山みち子、小林惠子

 　　　　　　　　　　　木村美知子、村岡俶子、檜山　載、小林典子、船橋節子、三村和代、（故）　部光子

 ◆福祉団体役員感謝状　（故）河亦　　、介川秀一

 ◆社会福祉協議会役員感謝状　小田部晴美、小林美惠子、阿久津みさ子、大越フミ、加倉井洋子、細谷光德

 ◆善意銀行

 　　江幡永次、皆川泉、秋山博美、山崎秀雄、町井英子、富田秀一、清水良一、大越敏子、岡本　栄

 　　横倉ちよ子 、錫高野かかし祭り実行委員会、与三郎庵、城里町くらしの会

 　　コカ・コーラボトラーズジャパン株式会社水戸南セールスセンター、水戸ヤクルト販売株式会社

 　　ブリアンスダンスクラブ、磯野たけのこ会、ホロルの湯チャリティーカラオケ実行委員会

 　　ＪＡ祭典城里ホール、龍谷院チャリティーゴルフ大会、城里町宗次郎オカリナを聴く会

 　　大山寺檀信徒ゴルフ会、城里町民生委員児童委員協議会、城里町ホロルの湯利用者

 　　いばらきコープ生活協同組合、自由民主党常北支部、上入野地区農業集落排水処理施設維持管理組合

　

 　　　　　　　　　　　寺門茂雄、和田雅治、海野惠美子、森島珠江、阿久津勝紀、宇留野郁子

 　　　　　　　　　　　田上　勤、阿久津ミツ、富永　一、仲村昭信

　

 　　　　　　　　　　　茨城県立水戸桜ノ牧高等学校常北校

　

 ◆おもてなし花壇の部　　最優秀賞　下古内二区

 　　　　　　　　　　　　優秀賞　　上圷フラワーボランティアの会、上圷長寿会

 ◆団体・職場の部　　　　最優秀賞　増井一区

 　　　　　　　　　　　　優秀賞　　あくつサロン、錫高野生産クラブ

 ◆学校の部　　　　　　　最優秀賞　桂小学校

 　　　　　　　　　　　　優秀賞　　石塚小学校、沢山小学校

城里町社会福祉大会第16回
城里町表彰式典

 城里町長表彰受賞者

 城里町社会福祉協議会長表彰受賞者

 茨城県社会福祉協議会長表彰受賞者

 茨城県共同募金会長感謝団体

 令和２年度 城里町花いっぱい運動コンクール入賞団体
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（４）　令和３年１月
　

令
和
２
年
６
月
末
か
ら
９
月

末
ま
で
常
北
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
他
町
内
７
か
所
の
公
共
施
設

に
設
置
し
た
「
未
使
用
マ
ス
ク
の

寄
付
ボ
ッ
ク
ス
」
へ
町
民
の
皆
様

か
ら
、
心
温
ま
る
た
く
さ
ん
の

マ
ス
ク
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま

し
た
。
寄
付
さ
れ
た
マ
ス
ク
は
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
と

し
て
生
活
困
窮
世
帯
等
に
配
付

し
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

令
和
２
年
11
月
19
日
（
木
）
、

常
北
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
（
株
）セ
ブ
ン

−

イ
レ
ブ

ン
・
ジ
ャ
パ
ン
様
と
茨
城
県
並

び
に
茨
城
県
社
会
福
祉
協
議
会

の
３
者
で
締
結
さ
れ
た
「
社
会

福
祉
貢
献
活
動
に
係
る
寄
贈
品

に
関
す
る
協
定
」
に
よ
り
、
城
里

町
社
協
へ
商
品
を
寄
贈
す
る
贈

呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

（
株
）セ
ブ
ン

−

イ
レ
ブ
ン
・

ジ
ャ
パ
ン
様
か
ら
は
、「
社
会
福

祉
協
議
会
の
皆
様
の
ご
協
力
の

基
、
お
陰
様
を
持
ち
ま
し
て
県

内
11
例
目
の
寄
贈
と
な
り
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
で
先
の
見
え
な
い

大
変
な
世
の
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
社
協
様
を
通
じ
、
地
域
の
各

施
設
、
団
体
や
生
活
に
お
困
り

の
皆
様
が
一
人
で
も
多
く
笑
顔

に
な
れ
る
取
組
に
な
れ
ば
と
願

っ
て
お
り
ま
す
」と
の
コ
メ
ン
ト

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
寄
贈
さ

れ
た
商
品
は
、
生
活
困
窮
世
帯

や
母
子
・
父
子
世
帯
等
に
対
し

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
12
月
７
日
（
月
）
に

町
内
の
障
害
児
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
「
く
ろ
ー
ば
ー
」

へ
、
寄
付
い
た
だ
い
た
マ
ス
ク

と
（
株
）セ
ブ
ン

−

イ
レ
ブ
ン
・

ジ
ャ
パ
ン
様
か
ら
の
商
品
（
菓
子

類
）を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
「
つ
く
し
」で
す
。
一
段
と

風
が
冷
た
く
、
寒
さ
が
厳
し
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は

寒
さ
に
負
け
ず
、
毎
日
元
気
に

過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

引
き
続
き
自
粛
モ
ー
ド
で
、
私

た
ち
は
外
出
な
ど
の
機
会
も
少

な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
残
念
な

思
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
が
落
ち
着
い
た
ら
ど
こ

に
行
こ
う
か
と
、
皆
で
楽
し
く

話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
今
は
感

染
拡
大
防
止
が
何
よ
り
も
大
事

で
す
。
つ
く
し
の
作
業
所
内
も

換
気
や
消
毒
、
手
洗
い
、
マ
ス

ク
着
用
等
、
毎
日
皆
で
気
を
付

け
て
感
染
防
止
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
昨
年
も
畑
作
業

や
、
文
書
封
入
、
封
書
の
糊
付

け
作
業
な
ど
の
外
注
作
業
に
頑

張
っ
て
取
組
ん
で
き
ま
し
た
。

畑
作
業
で
は
、
ね
ぎ
や
大
根
、

さ
つ
ま
芋
等
た
く
さ
ん
の
作
物

を
収
穫
し
、
販
売
し
ま
し
た
。

い
つ
も
大
好
評
で
す
ぐ
に
売
り

切
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
作
物
を
作
る
畑
の
準

備
の
た
め
、
昨
年
の
秋
、
ふ
れ

あ
い
の
里
へ
木
の
葉
さ
ら
い
に

行
き
ま
し
た
。
紅
葉
も
丁
度
見

ご
ろ
で
季
節
を
感
じ
な
が
ら
、

色
と
り
ど
り
の
落
ち
葉
を
力
を

合
わ
せ
て
た
く
さ
ん
集
め
ま
し

た
。
集
め
た
木
の
葉
は
堆
肥
に

し
、
畑
に
ま
き
、
畑
の
栄
養
に

し
ま
す
。

　

今
年
度
の
畑
作
業
は
終
わ
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
来
年
度

も
、
お
い
し
い
野
菜
を
育
て
、

販
売
し
ま
す
の
で
是
非
楽
し
み

に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

よいしょっと

お菓子を受け取り喜ぶ子供たち

（株）セブンーイレブン・ジャパン様（左）
とともに

寄付されたマスク



広報紙「かざぐるま」は、赤い羽根共同募金助成金で、年４回発行しています。

（５） 令和３年１月　

認知症介護をする家族が抱える辛さの一つに「先が見えない
こと」が挙げられます。その時には、今回の４段階の心理ス
テップを思い出してください。ご本人の認知症が診断されて
から、その家族が様々な心理状態をたどり、
最終的にはご本人の認知症を受け入れて、
平穏な日々を取り戻すまでを整理しました。

　ご家族が認知症を発病し、その変化に戸惑いを覚える時期です。
認知症だろうと頭では理解していても、時には診断が出た後に、「まさかそんな
はずがない」「他の病気の影響だ」と認知症を否定したり、「いつもこんな感じ
ですぐに治る」と、症状が表れていること自体を否定しようとする方もおりま
す。また、「今から予防に取り組めば治る」と様々な情報を収集される方もおり
ます。次第に、否定できないほど認知症が進むと、次のステップに移行します。

　依然負担感はあっても、認知症を格別の悲劇であると捉えることもなく、割
り切ることができるようになります。
　認知症は進行するもので諦めを感じている一方で、どう付き合っていけばい
いのか、認知症のご本人と共に生きていくことを受けとめはじめる時期です。
　「もしこの認知症が起きなかったら私の人生はどうだったか」「他の認知症の
ご家族はこんなに苦労しているのか」という思いも時折よぎらせつつ、認知症
になってもなお愛すべきご家族であることを感じ、現状を肯定していくように
なるにつれ、次のステップに移ります。

　認知症のご本人、介護をした自分自身、そして認知症そのものに対して、あ
りのままの姿を受け入れ認めていきます。
　「認知症になった夫をみて、初めてあるがままの夫を知ることができました。
私は、夫は認知症になって良かったと思っています」、「認知症介護に関わらな
ければ出会えなかった人々がいました。その人々とのつながりは、今度は自分
が認知症になったとき、大切なものになると思います」
と語るご家族もいます。
　いつか自分もなるかもしれない認知症、あるがまま
のご本人、共に生きてきた自分自身の全てをかけがえ
のないものとして受容し、さらなる未来を考えていく
段階です、簡単に受容できることではありませんが、
いつか認知症のご本人と共にゆっくり生きていく指標
のひとつとして、胸にとどめておくと良いでしょう。

　次々と表れる認知症の症状に混乱する中で介護をし続ける一方、否応なく進
行する認知症の症状を示すご本人にも怒りを覚えてしまいます。その結果、介
護者は「なぜ私だけがこんな思いをしなければならないのか」と絶望し、ご本人、
時には手を差し伸べてくれる人々をも拒絶するようになってしまうこともあり
ます。また、自分ひとりだけが、がまんすれば丸く収まるのだと孤立し、一見
淡々と介護をこなしている方もいるので注意が必要です。
　この段階では社会的につながりが特に重要になる時期
です、次々と起こる症状を適切に理解し、対応のヒント
を与えてくれる人々、負担や疲れを軽減する各種サービ
ス、共感し先の見通しを伝えてくれる仲間や、介護家族
会などとつながりが必要です。肩の力を抜いてご本人に
向き合えるようになると次のステップに移行します。

戸惑い・否定

第一段階

混乱・怒り・

拒絶　　　　

第二段階

割り切り・

諦め　　　

第三段階

受　容

ありのままを
受け入れる　

第四段階

⑦ 認知症介護をする家族の
　 ４段階の心理ステップ編



社会福祉協議会重点目標　安心して暮らせる地域づくり

（６）　令和３年１月
　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
対
策
の
た
め
、

会
議
や
研
修
が
全
て
中
止
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
状
況
で

す
が
、
感
染
の
対
策
を
し
た
上

で
、
会
員
の
健
康
回
復
と
親
睦

の
た
め
、
「
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
」

を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

昨
年
の
10
月
27
日
（
火
）
に
実
施

と
な
り
ま
し
た
。

　

上
遠
野
町
長
の
始
球
式
で
開

始
。
初
め
の
競
技
は
、
皆
で
脳

ト
レ
（
お
題
か
ら
連
想
で
き
る
言

葉
を
発
言
）で
す
。
分
か
っ
て
い

る
よ
う
で
、
な
か
な
か
言
葉
が

出
て
来
ま
せ
ん
。
２
番
目
に
ボ

ッ
チ
ャ
（
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
認

競
技
）。
こ
れ
が
な
か
な
か
難
し

い
。
３
番
目
は
、
紅
白
ペ
ッ
タ
ン

ゲ
ー
ム
（
２
チ
ー
ム
対
抗
戦
で
、

支
柱
め
が
け
て
投
げ
た
球
が
支

柱
に
つ
く
）で
す
。
支
柱
に
は
り

つ
い
た
、
球
数
を
競
い
ま
し
た
。

最
後
に
風
船
バ
レ
ー
（
２
チ
ー
ム

で
対
抗
戦
、
各
コ
ー
ト
の
椅
子

に
座
り
、
風
船
が
落
ち
な
い
よ

う
相
手
の
コ
ー
ト
に
返
す
）
で

す
。
皆
さ
ん
い
き
い
き
と
、
ハ

ッ
ス
ル
し
ち
ゃ
い
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
で
し
ば
ら
く
交
流
の
な
か

っ
た
皆
さ
ん
は
、
久
し
ぶ
り
の

笑
顔
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
赤
い
羽
根
共

同
募
金
の
助
成
を
受
け
て
、
実

施
し
ま
し
た
。
競
技
用
器
具
の

購
入
や
、
諸
経
費
に
活
用
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

町
長
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
事

務
局
の
皆
様
に
は
、
こ
ま
ご
ま

と
や
さ
し
く
ご
指
導
、
ご
援
助

い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
皆
さ
ん
日
頃
の
ス
ト

レ
ス
解
消
が
出
来
て
、
明
日
か

ら
の
励
み
と
元
気
を
い
た
だ
き
、

幸
せ
一
杯
の
秋
の
ス
ポ
ー
ツ
交

流
会
が
出
来
ま
し
た
こ
と
を
感

謝
い
た
し
ま
す
。

　

赤
い
羽
根
自
動
販
売
機
（
以
下

「
自
販
機
」
）と
は
、
飲
み
物
を
購

入
す
る
と
、
そ
の
売
り
上
げ
の

一
部
が
、
飲
料
メ
ー
カ
ー
等
か

ら
赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
寄
付

さ
れ
る
自
販
機
の
こ
と
で
す
。

こ
の
自
販
機
に
は
、
赤
い
羽
根

の
ロ
ゴ
や
、
設
置
者
名
な
ど
を

表
示
し
、
社
会
貢
献
活
動
を
し

て
い
る
こ
と
を
一
般
の
方
に
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
自
販

　
　
　
　
　
　
　

機
で
の
寄
付

　
　
　
　
　
　
　

金
は
、
設
置

　
　
　
　
　
　
　

さ
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　

地
域
の
市
町

村
社
会
福
祉
協
議
会
に
届
け
ら

れ
、
福
祉
活
動
や
災

害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
等
に
役
立
て

ら
れ
ま
す
。
自
販
機

を
設
置
す
る
人
、
飲

み
物
を
買
う
人
、
み

な
さ
ん
の
優
し
い
気

持
ち
が
、
地
域
の
福

祉
を
良
く
し
て
い
く

仕
組
み
で
す
。

　

ま
た
、
自
販
機
設
置
に
つ
い

て
も
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
ス
ペ
ー
ス
が
あ
れ
ば
、

面
倒
な
手
間
が
一
切
か
か
ら
ず
、

自
販
機
の
管
理
、
商
品
の
補
充
、

空
き
缶
・
ビ
ン
の
回
収
な
ど
、

す
べ
て
販
売
協
力
業
者
が
行
い

ま
す
。
手
間
な
く
、
気
軽
に
で

き
る
社
会
貢
献
活
動
で
す
。
自

販
機
設
置
に
つ
い
て
ご
興
味
の

あ
る
方
は
、
城
里
町
社
会
福
祉

協
議
会
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

城
里
町
社
会
福
祉
協
議
会

 

☎
０
２
９-

２
８
８-

７
０
１
３

　

昨
年
11
月
７
日
（
土
）
、
特
産

品
直
売
セ
ン
タ
ー
「
道
の
駅
か
つ

ら
」と
物
産
セ
ン
タ
ー
「
山
桜
」に

お
い
て
、
城
里
町
地
域
防
災
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
会
の
方
々
に
ご
協

力
い
た
だ
き
街
頭
募
金
活
動
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
に
努
め
る
た
め
、
大

声
を
出
さ
ず
、
テ
ー
プ
レ
コ
ー

ダ
ー
に
よ
る
啓
発
と
な
り
ま
し

た
が
、
多
く
の
方
に
募
金
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

集
め
ら
れ
た
募
金
は
、
地
域

福
祉
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

赤
い
羽
根
自
動
販
売
機
を
ご
存
じ
で
す
か

山桜での募金活動

城里町常北保健福祉センター２階に
設置されています　　　　　　　　

ボッチャの競技に挑戦

赤
い
羽
根
共
同
募
金

活
動
を
行
い
ま
し
た

赤
い
羽
根
共
同
募
金

活
動
を
行
い
ま
し
た

赤
い
羽
根
自
動
販
売
機
を
ご
存
じ
で
す
か



社会福祉協議会重点目標　人がつながる地域づくり

令和３年１月　（７）

手
話
を
学
ぶ
33

壁
面
観
音
像

し
ろ
さ
と

　　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
な
か
な
か
収
束
で

き
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
で
す
が
、

一
日
も
早
い
終
息
宣
言
が
出
来

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

孫
根
地
区
観
世
音
集
落
の
山

の
麓
に
、
小
綺
麗
な
観
音
堂
が

建
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
観
音
堂

の
裏
側
の
岩
窟
に
観
音
像
が
彫

ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
平
安
時

代
の
高
僧
・
徳
一
大
師
の
作
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

徳
一
大
師
が
都
か
ら
こ
の
地

に
来
た
時
、
岩
窟
の
壁
面
に
刻

ん
だ
観
音
像
で
、
最
後
に
眼
を

入
れ
る
と
い
う
時
に
鶏
が
「
コ

ケ
コ
ッ
コ
ー
」
と
鳴
き
、
夜
明

け
を
告
げ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

観
音
像
を
彫
り
、
苦
し
ん
で

い
る
人
々
を
救
う
こ
と
を
願
い
、

一
夜
の
内
に
刻
む
と
い
う
大
師

の
念
願
が
達
成
で
き
ず
、
未
完

成
に
終
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
の
地
で
は
、
現
在
で
も
鶏

を
飼
い
ま
せ
ん
。
ま
た
陽
が
沈

ん
で
か
ら
鶏
の
鳴
き
真
似
を
す

る
と
、
災
い
が
起
き
る
と
言
わ

れ
、
そ
れ
を
避
け
る
た
め
、
鳴

き
真
似

を
し
た

人
に
頭

か
ら
水

を
掛
け

る
風
習

が
あ
る

そ
う
で

す
。

33

手
話
を
学
ぶ

都
道
府
県
名
の
表
し
方
⑤

（
す
ぐ
に
使
え
る
手
話
辞
典
6000
よ
り
引
用
）

（
わ
か
り
や
す
い
手
話
辞
典
よ
り
引
用
）

※

京
都
が「
西
の
都
」と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と

か
ら
、「
西
」を
２
回
表
す
。

※

豊
臣
秀
吉
の
カ
ブ
ト
の
様
子
か
ら
。

（
三
）

　

人
差
し
指
と
中
指
、
薬
指
を
伸
ば
し

て
横
に
す
る
。

※

「
三
」は
指
文
字
の「
３
」を
表
し
、「
重
い
」

は
重
い
も
の
を
持
っ
て
い
る
様
子
。

※

滋
賀
県
は
琵
琶
湖
で
有
名
な
こ
と
か
ら
、

　

楽
器
の「
琵
琶
」を
弾
く
様
子
を
表
す
。

　

左
の
こ
ぶ
し
は
上
に
、
右
の
親
指
と

人
差
し
指
は
つ
け
て
、
２
回
手
首
を
下

に
ひ
ね
る
。

　

両
手
の
親
指
と
人
差
し
指
を
伸
ば
し

て
下
に
向
け
、
２
回
下
げ
る
。

　

右
手
の
人
差
し
指
と
中
指
を
曲
げ
て
、

頭
の
横
に
２
回
あ
て
る
。

※

兵
隊
が
銃
を
持
つ
様
子
か
ら
。

　

両
手
こ
ぶ
し
を
作
っ
て
上
下
に
お
き
、

右
の
胸
に
あ
て
る
。

①
両
手
の
ひ
ら
を
こ
す
り
あ
わ
せ
る
。

②
両
手
で
「
〒
」
マ
ー
ク
を
つ
く
り
、

次
に
親
指
と
人
差
し
指
で
輪
を
作
り
、

交
互
に
前
後
さ
せ
る
。

観音堂裏側の岩窟に観音像が
彫られています　　　　　　

し
ろ
さ
と

壁
面
観
音
像

4747

（
重
）

　

両
手
の
手
の
ひ
ら
を
上
に
向
け
て
、

左
右
に
並
べ
同
時
に
下
げ
る
。

③
両
手
で
こ
ぶ
し
を
作
っ
て
、
体
の

両
脇
に
お
き
、
小
刻
み
に
震
わ
せ
る
。

◆
指
や
手
の
形
・
し
ぐ
さ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

◆
②
の
２
つ
目
の
動
作
は
、
お
金
の
や
り
と

　
り
、
商
売
。

◆
④
の
１
つ
目
の
動
作
は
、
１
月
１
日
を
表

　
し
て
い
ま
す
。

【
ヒ
ン
ト
】

④
両
手
の
人
差
し
指
を
左
右
か
ら
寄

せ
、
平
行
に
す
る
。
次
に
「
〒
」
の
マ

ー
ク
を
作
る
。

（
答
え
は
８
ペ
ー
ジ
下
）

と
く
い
つ



（８）　令和３年１月
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令
和
元
年
10
月
に
発
生
し
た

令
和
元
年
東
日
本
台
風
に
お
い

て
は
、
外
部
支
援
の
受
け
入
れ

は
せ
ず
町
民
の
皆
様
に
限
定
し

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
ま
し
た
。
地
域
の
皆
様

の
早
期
対
応
に
よ
り
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
支
援
活
動
が
円
滑
に
出
来

ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

○
活
動
運
営
検
討
会

　

広
域
的
・
同
時
多
発
的
に
発

生
す
る
災
害
に
備
え
て
、
今
後

の
城
里
町
防
災
対
策
を
話
し
合

う
た
め
、
城
里
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
連
絡
協
議
会
の
グ
ル
ー
プ
代

表
者
と
、
先
の
台
風
に
よ
り
被

災
し
た
那
珂
西
三
区
、
上
圷
・

下
圷
・
粟
・
御
前
山
の
各
区
長

の
皆
さ
ん
に
参
加
を
い
た
だ
き
、

２
回
に
わ
た
り
、
防
災
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
運
営
検
討
会
を
開

催
し
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　

災
害
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
、

日
頃
か
ら
防
災
意
識
が
高
ま
っ

て
お
り
、
現
在
で
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対

策
を
考
慮
し
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
・
運
営

並
び
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
活

動
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
懸
念
が
続
く
な
か
、
何

ら
か
の
災
害
が
発
生
し
、
直
後

に
支
援
活
動
を
行
う
場
合
は
、

県
内
近
隣
町
村
か
ら
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
受
け
入
れ
は
困
難
と
さ

れ
て
い
る
た
め
、「
自
分
た
ち
の

町
は
自
分
た
ち
で
支
援
す
る
」
の

意
識
の
も
と
、
城
里
町
の
住
民

を
中
心
と
し
、
支
援
内
容
に
制

限
を
設
け
た
活
動
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

今
後
、
城
里
町
社
会
福
祉
協

議
に
お
い
て
も
、
何
度
か
検
討

会
を
開
催
し
、
災
害
に
備
え
る

た
め
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
作
成

し
て
ま
い
り
ま
す
。

○
保
険
加
入
の
お
願
い

　

全
国
の
市
町
村
社
協
が
設
置

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

で
支
援
活
動
を
行
う
際
は
、
社

協
に
お
い
て
保
険
加
入
を
行
う

こ
と
が
必
須
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

万
が
一
の
ケ
ガ
に
備
え
、
有

事
の
際
に
速
や
か
に
支
援
活
動

を
行
う
た
め
に
、
事
前
登
録
に
、

ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

70
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

の
高
齢
者
及
び
、
高
齢
者
の
み

の
世
帯
を
対
象
に
配
食
サ
ー
ビ

ス
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

調
理
・
配
達
を
し
て
い
た
だ

け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
活
動
日　

毎
週
木
曜
日

◆
活
動
場
所

　

常
北
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
活
動
時
間　

　

調
理
：
午
前
９
時
～

　
　
　
　
　
　

午
前
11
時

　

配
達
：
午
前
10
時
50
分
～

　
　
　
　
　
　

午
後
12
時
15
分

　

献
立
を
基
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
と
調
理
を
し
ま
す
。

ま
た
、
配
達
は
、
普
通
免
許
を

お
持
ち
で
あ
れ
ば
、
男
女
問
わ

ず
ど
な
た
で
も
出
来
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
自
車
使
用
）

　

ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
社
会

福
祉
協
議
会
ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

お
問
合
せ

城
里
町
社
会
福
祉
協
議
会
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か
ざ
ぐ
る
ま
第
63
号
に
掲
載

い
た
し
ま
し
た
金
婚
者
に
つ
い

て
、
写
真
と
氏
名
を
誤
ま
っ
て

掲
載
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
深

く
お
詫
び
を
申
し
上
げ
、
訂
正

い
た
し
ま
す
。　

　
町
井 

一
男
・
文
子 

夫
妻

　
　
　
　  

　
　
　（
上
古
内
）

　　

「
二
人
で
一
人
前
」
の
気
持
ち

で
50
年
。
大
病
を
乗
り
越
え
、

全
国
神
社
巡
り
も
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
感
謝
を
忘
れ
ず
、
一
日
一

日
を
大
切
に
過
ご
し
た
い
で
す
。

　

昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
に
明
け
暮

れ
た
一
年
で
し
た
。
テ
レ
ビ
や

新
聞
、
雑
誌
で
は
、
こ
の
３
文

字
が
常
に
話
題
に
な
り
、
挨
拶

も
「
コ
ロ
ナ
が
ね
ー
」
か
ら
始
ま

っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
海
外

で
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
開
始

さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
ど

う
な
る
の
か
が
見
通
せ
な
い
こ

と
が
不
安
で
す
。
自
分
自
身
が

感
染
し
な
い
よ
う
心
が
け
ま
し

ょ
う
。
今
年
も
ご
愛
読
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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●
表
紙

●
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

●
丑
年
の
豆
知
識

●
社
会
福
祉
大
会

●
町
民
の
皆
様
か
ら
マ
ス
ク
を

　
セ
ブ
ン
ー
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
様
か
ら

　
日
用
品
等
の
寄
贈

●
つ
く
し
の
四
季

●
認
知
症
っ
て
何
？

●
秋
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

●
赤
い
羽
根
自
動
販
売
機
を
ご
存
知
で
す
か

●
赤
い
羽
根
共
同
募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た

●
手
話
を
学
ぶ

●
し
ろ
さ
と

●
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

●
配
食
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

●
金
婚
者
掲
載
に
つ
い
て
の
お
詫
び

●
目
次
・
編
集
後
記
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